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【その他】
《提言》「迷惑学」から迷惑学へ
―「己の欲せざる所人に施すなかれ」以下でも以上でもない―
From“Studying Public Nuisances” to Studying Public Nuisances：
Just Confucius’s Golden Rule
 菅野 憲司
 KANNO Kenji
要旨　本提言では、まず、三和（2008）における意味の「迷惑学」を導入し、ならびに評
価して、次に、守屋（1997）から孔子の黄金律「己の欲せざる所人に施すなかれ」の説明
箇所に言及し、そして、この恕に基づいてのみ、「迷惑学」から迷惑学が定式化されて、
最後に、迷惑学における今後の課題と可能性が指摘される。
1. はじめに
　本稿では、既出の「迷惑学」を、孔子の「己の欲せざる所人に施すなかれ」だけに立脚
して向上させて、迷惑学の総論部分をまとめる。
　第２節で、当該エッセイを引用して、三和（2008）で初登場の「迷惑学」を紹介し、そ
の意義を評価し、第３節で、一般書である守屋（1997）の該当箇所を挙げて、恕、即ち、
「己の欲せざる所人に施すなかれ」から迷惑学がその市民権を得ようとするまでにし、第
４節は、まとめであり、第５節では、今後の課題と、可能性とが指摘される。
2. 「迷惑学」の初登場
　迷惑学が、括弧付きにして初登場したのは、三和（2008:104-109）1）のようで、著書の主
題名と同じ第三部夜明けのメモ用紙の、二番目のエッセイが、「迷惑学」のすすめで、⑴
の通りである。
⑴ 　電車に乗っていると、必ず「ルルルル……」という携帯電話の受信音が、聞える
ようになった。急速に普及した新種迷惑物の代表である。
　 　人命に関する緊急事項を連絡し合うなら、止むを得ぬことだ。けれどもすぐ近く
で否応なしに耳に入ってくるかぎりでは、非緊急の話ばかりである。先日も、今晩
の惣菜の種類を打合せている若い男がいた。そんな家庭の私事を、何で周囲の他人
に大声で聞かせる必要のあるのかが、理解できない。また私にとって、車内はエッ
セイの題材を考えたり原稿を頭の中で書く場所なので、電話声は迷惑このうえない
のである。読書や居眠りの人にも、同様だろう。さらにペースメーカー保持の人が
困らぬかどうかを、どうやって知りうるのか。
　 　これなどはほんの一例にすぎない。氷山の一角であるだろう。ともかく最近は、
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社会全体が、他人や周囲への影響が有ろうが有るまいが全く関知せず自分のことし
か判らぬ、といった風潮になって来た。戦前戦中派の高年層にとって我慢のならぬ
ことなのだ。無道徳無規律無警察化の混沌状態になる傾向は、宇宙エントロピー増
大の自然法則かも知れないが、住みにくい社会になったものである。
　 　私も法律上の老人の仲間になって、気力活力が減退したせいもあるため、他人か
ら受ける物理的精神的迷惑が、非常に苦痛になって来たのである。むろん私のほう
でも、今まで気付かずに他へ迷惑を掛けたことは多々あったろうが、その点は今は
脇におく。ここでは現在私に感じられる迷惑事項を、いろいろ考えてみた。本当は
詳細分類表を作成すべきだけれども、簡単に書く。それだからどうなのか、といっ
た結論は、後段で明らかにしよう。
　A　身体や行動に作用影響がある
　Ａ－１ 　空間、スペース：車内股拡げ、ドラム型横長バッグ、不法駐輪放置、私道
公道駐車、公共場所無断占拠占有。
　Ａ－２　温度：室内車内過剰冷房。
　Ａ－３ 　機械性音物性：ヘッドホンの「シャカシャカ」、暴走族、油の切れた自転
車のブレーキの「キ－ッキ－ッ」、店内騒然BGM、携帯電話受信音（上述）。
　Ａ－４ 　動物性音物性：車内大声談話、酔漢からみ声、犬、チリ紙交換や移動販売
（Ａ－３に入れるべきか）、授業中学生私語。
　B　精神的に作用影響がある
　Ｂ－１ 　時間（余裕のない点で困る）：電話、急に通知されること、急に依頼され
ること。
　Ｂ－２　時間（長すぎる点で困る）：来賓スピーチ、総長会長等訓示。
　Ｂ－３　対人関係（少数例のみ）：人格劣等上司先輩、無礼無神経知人隣人。
　Ｂ－４　上記Ａ－３、Ａ－４。
　C　経済生活に作用影響がある
　低値公定歩合ひいては低金利、消費税。
　上例にいれなかったが、次のようなものもある。光物性に関し、人によっては寝付
かれぬとか星の観測が出来ない、という例もあろう。また化学物性中の臭気がある。
化学者でもない一般の人が、化学の建物に入った時独特の匂いがただようのだそうで、
耐えられぬ者もいる、とのことである。ほかにタバコの煙なども挙げられる。
　このようにいちいち挙げていると、人生社会全般が迷惑物で埋まってしまう。そう
でないものを探すほうがむずかしいほどである。
　上述各項はフィクションではない。実例数の大小はさまざまであるが、生起した事
件としては客観的事実ばかりである。迷惑として受取るような感覚自体は個人的主観
的であろうが。
　そこで私は下のように考えてみた。
　若い人たちは、多分教えてくれる人がいないため自分の行為の影響とか他者の迷惑
なるものを、知らないのだ。本来は常識で考えれば悟るべきことであり、学校や親が
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教えれば済むことだ、とは思える。しかし青少年というものは、親や教師に反抗する
に決まっており、指示に対して故意に逆らう。つまりル・シャテリエの法則と同じで
ある。そのように、親や小学中学でも効果がうすいとすれば、大学に入ってまもなく
成人に達する年齢で判断力も多少はつくはずの者に、改めてじっくりと「迷惑学」を
本式に講義して見たらいかがであろうか、というのが、私のアイデアである。
　実例にぶつかるたびに文句を付けても、果たして効果が期待できるかどうか判らぬ。
また注意して、あべこべに殴られ鼻の骨を折ったりしたら、災難である（私の知る実
話）。それゆえ学問の形で系統立てて教えるほうが良いのではあるまいか、と考えた
次第である。
　大学入学者に対し、最初に「迷惑学概論」とか「同各論」などというカリキュラム
を儲け、必須科目にするのである。そのほうがパソコン入門や量子力学よりはるかに
重要緊急であるだろう。
　授業中私語する学生には退席を命ずるほどきびしい科目となすべきだが、そんな学
生にこそ受講してもらいたい訳である、という矛盾も考えられる。ただしテレビ、ビ
デオ、実演などを加味すると、面白いだろうから、私語もなくなるに相違ない。
　採点評価方法がむずかしい。ある一日の学生の行動をモニターテレビで撮影し、記
録を教官が見て採点する、などの方式も考えられぬではないが、そんなことをすると、
Ｇ・オーウェルの『一九八四年』のような独裁者監視全体主義社会になってしまう。
文部省の好みそうな方法だが、自由社会には適合しない。受講出席した全員に点をやっ
ても差支えない、と思う。
　次に誰が講義するか、が問題である、迷惑をイヤというほど受け続けた経験豊富な
人間でなければ、まず無理である。従って若くとも五十歳以上、出来れば還暦を越し
たくらいの年齢の教員が良い。ただし一人前の大学教授のはずであっても、なかには
他人の迷惑に気付いたことのない人もいるから、彼らはむしろ受講者の側に入っても
らうのがふさわしいのである。仮に私が本新設講義を委嘱されたと仮定するならば、
学生の側の最前列で受講してもらいたい人を、こちらから指名してもよい、と考えて
いる。
　さらに授業担当者にふさわしくない人種もいる、と思うので、それについて説明し
よう。大学紛争いらいの過激派教官、その生き残り、それらの同類人間、および最近
はやりの人権屋などの偏向学者文化人、などのことである。
　現在のような社会の無規律化無道徳化は、先述のように自然傾向ではあるとしても、
促進効果の画期的発生源が大学紛争にあった、と考えている。独断偏見であろうとな
かろうと、私はそう考えるのだ。紛争いらい二五年以上経過したが、永年にわたる社
会現象を考察してみて、そのように判断したのである。余談になるが、大学紛争の経
験のない若い人たちに対し、戦後社会史において紛争がいかに重大な影響を与えたか
を学習すべきことを、強調したい。
　当時多くの大学教員は沈黙していたが、過激派同調教官はその後の有力出版物や偏
向ジャーナリズムに登場して、論説著書を書きまくり、洗脳的作用を若者に与えた。
ともかく彼らは、不法行為や無法状態を社会的に容認することの基礎を築いたのであ
る。
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　現在問題になっている公共場所不法占有者の話も、これに関連することで、不法者
支援者である学者文化人は過激派の子孫というべき系統に属する。彼らの主張では、
無法者の人権は大いに保護されるべきで、迷惑を受ける普通人の人権のほうはどうで
もよいのである。そんな「差別」こそ打破されるべきものではないのか。
　このような人たちに講義をやらせれば、逆に迷惑を奨励する結果をもたらすだろう。
それこそ普通人にとって「迷惑」このうえもないことである。
⑴の引用は、迷惑事項の（Ａ－Ｃ）の前に行あけがなく、後に行あけがあって、不統一だっ
た点を、前も行あけに直した以外には、全く手を加えられてはいない。
　⑴は、最後に大学紛争のことが短からず書かれ、大学紛争を経験した者や研究している
者でないとわかりにくく、読みにくい点も多々散見するものの、「迷惑学」を提案提唱し
ている点で、評価されてしかるべきであり、⑴は迷惑学の創始として意義深いと考えられ
る。
3. 迷惑学への向上
　⑴が括弧付きの「迷惑学」に留まる段階から、括弧無しの迷惑学へ向上する端緒として、
例えば、一般書でもある守屋（1992:98-99）の⑵などが挙げられよう。
⑵ 　あるとき、孔子は弟子の子貢から、
　 「このひと言なら生涯守るべき信条とするに足る、そういう言葉はありましょうか」
と尋ねられたとき、次のように答えている。
　 　「それ、恕か。己の欲せざる所は人に施すなかれ」2）あえて訳せば、「強いていえ
ば『恕』だろうか。自分がして欲しくないことは、人にも行なわないことだ」とい
うのである。他人の心をもって自分の心とするといい替えてもよいだろう。
　 　最低限度この「恕」を守るだけでも、ずいぶん人間関係をよくすることができよ
う。そればかりではない。これは部下を使うリーダーの心構えとしても大事な条件
である。相手の立場や相手の気持ちになれる人間だけが、部下の心服を勝ち取るこ
とができるのではないか。
　 　しかし、これまた言葉にするとやさしいようだが、いざ実行しようとすると、き
わめて難しい。こういうことをさらりと口にできたところに、苦労人の苦労人たる
ゆえんがあった。
⑵における恕、即ち、「己の欲せざる所人に施すなかれ」という部分が、普遍的に、迷惑
をなくし、勢い迷惑学へ向上することに繋がると思われる。
　「己の欲せざる所人に施すなかれ」以上で以下でもない、（３）が、迷惑学の総論部分を
まとめている。
⑶　迷惑学：「己の欲せざる所人に施すなかれ」を、自ら実践し、人に導くこと。
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　「自らが望まないこと」を「他人に対して行わない」ということを、自らは実践し、人
には導いていくのなら、「自らが望まないこと」が常識に沿えば沿う程に、迷惑は根絶さ
れよう。
４．まとめ
　⑴が迷惑事項に注目し個々の迷惑を考慮する段階で、迷惑学創始は評価されてしかるべ
きながら、括弧付き「迷惑学」に留まるのに対して、⑵などでも述べられている孔子の恕
という信条、即ち、「己の欲せざる所人に施すなかれ」そのものを、実践し教導する⑶へ
と向上することによって、晴れて括弧無しの迷惑学が市民権を得ることとなろう。
５．今後の課題と、可能性と
　迷惑学における今後の課題として、次の３点を指摘する。
⑷ 　「己の欲せざる所人に施すなかれ」における「自らが望まないこと」が常識と相
違する場合、この相違が大きければ大きい程、迷惑に繋がる可能性が高くなる点。
⑸ 　「己の欲せざる所人に施すなかれ」における「自らが望まないことではないこと」
が「相手が望まないこと」である場合、相手に対する迷惑になってしまう点。
⑹ 　「己の欲せざる所人に施すなかれ」における「自らが望まないことではないこと」
が「第三者が望まないこと」である場合、第三者に対する迷惑になってしまう点。
　⑶が迷惑学の総論で「己の欲せざる所人に施すなかれ」の実践と教導が迷惑を根絶する
可能性とすれば、これら３点は迷惑学の各論で、「己の欲せざる所人に施すなかれ」に微
調整を加える必要性を伺わせる。
　また、迷惑学における可能性として、次の３点も示唆しておく。
⑺ 　「己の欲せざる所人に施すなかれ」に基づくことから、施さない、即ち、行なわ
ないということで、実行に無理がなく、通例、実行に困難がない。
⑻ 　「己の欲せざる所人に施すなかれ」は、いじめが「自らが望まないこと」であれば、
いじめの発生を抑止し、いじめ根絶の糸口になり、いじめ学の可能性も暗示。
⑼ 　「己の欲せざる所人に施すなかれ」は、戦争が「自らが望まないこと」であれば、
戦争の発生を抑止し、戦争根絶の糸口になり、不戦学即ち平和学の可能性も暗示。
　かつてリンカーンが「私は奴隷になりたくない」から奴隷解放宣言に繋がったと言われ
たように、「自らが望まないこと」を明確に意識し、「己の欲せざる所人に施すなかれ」を
実践し教導するのであれば、いじめにせよ、戦争にせよ、根絶の可能性を諦めるべきでは
ない。
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注：
1） 三和康太郎というのは筆名で、コラム・エッセイ・文芸評論などを発表しており、本名
は金澤孝文で、1926 年東京府生まれ、1948 年東京大学第一工学部卒業、専攻は応用化学、
1990 年東京都立大学名誉教授、1998 年日本無機リン化学会名誉会長。
2） 己の欲せざる所は人に施すなかれが、己の欲せざる所φ人に施す勿れと相違しているの
は、守屋（1997:98）原文のまま。
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